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2017～2018年度 福井あじさいロータリークラブテーマ

「奉仕を考慮・実行し親睦を深める」

ガバナー　田中誠二

スローガン RI 第 2650 地区
2017～2018年度

前回の例会報告

皆様こんにちは。
本日のお客様の紹介をさせて頂きます。
後ほど卓話をしていただく、チームふくい現地コーディネーター　後藤　勇
一様でございます。
例会見学に見えられた、わかすぎ歯科クリニック　代表取締役　島田　雅胤
様です。
神戸西RC　飯田様です。ようこそおいでいただきました。
今月は、あじさい卓球バレー・福井南RCとの合同例会・IMと立て続けに事業が

あり、10月を乗り切ると、
今年度前半が一息つけるのかなと密かに思っております。
　私事ではありますが、昨日・今日と日本電工業協会の全国大会が金沢で行われ全国より約500人
が集待っております。これは、全国を9支部で持ちまわり行っているのですが、今年は北陸支部の担
当で福井からは数名が、常議委員となっており、私もその一人なのですが、本日は何とか欠席させ
てもらいました。
　さて、あじさい卓球バレー大会の件ですがいよいよ明日に迫ってきました。
当日は、テレビ・新聞等の報道機関も取材に来ると聞いておりますし、IMのホストクラブ福井北RC
より
IMにおいても取り上げたいと、ご連絡頂いております。
卓球バレーを今年度計画した時には、IMのことは全く気にしていなかったのですが、IMのテーマ
が
「障碍者スポーツを理解し、未来へつなげよう！」ということで、まさしくツボにはまった事業にな
りました。ご参加いただけるチームは21クラブで参加人数は約150名、審判員23名、福井あじさい
ロータリークラブは（残念ながら）25名で　約200名が参加する大きな大会となっております。
　審判員の中には、富山より参加頂く方もおられますし（福井だけでは足りない）、日本卓球バレー
連盟副会長の堀川さまも大分より、来福する予定になっております。
当日は、皆様の行動や身なりが何かと注目されると思いますし、高齢者・障害者の方が多く参加し
て頂きます。
言うまでもありませんが皆様ロータリアンとして秩序ある行動よろしくお願いします。
　本日の卓話は、東北の災害視察、ボランティア活動でお世話になった、後藤　勇一様です。
あの大災害の後、福井あじさいロータリークラブも何度か東北に行きましたが、現在の現状やこれ
からの
課題もいろいろとお話しして頂けるとおもいますので、よろしくお願いします。
　最後になりますが、皆様のところにもご案内が届いているとおもいますが、細川会員が代表取締
役に就任しました。これからも今まで以上に忙しくなるでしょうし、責任も重くなると思います
が、当クラブの中でも必要な人材でございます。これからもロータリー活動をお願いし、ご挨拶と
させて頂きます。

会長挨拶

次回の例会案内

四つのテスト　言行はこれに照らしてから     1. 真実か　どうか   2. みんなに公平か   3. 好意と友情を深めるか    4. みんなのためになるかどうか　
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写真の広場

10月17日㈮

10月13日㈮

10月27日㈮

RI会長　イアン H.S. ライズリー

2017-18 Presidential Theme

○現在会員　65名　　○出席者　37名
○届欠席者    28名　     ○出席率　 57%

○開会点鐘　12時 30 分

○開会点鐘　12時 30 分
○ロータリーソング斉唱
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○クラブフォーラム
○閉会点鐘

当クラブの見学と講演会の紹介
わかすぎ歯科クリニック　島田さま

卓話者　後藤雄一さま

職業奉仕委員会

福井南RC・福井あじさいRC
　　   合同夜間例会



ロータリー財団　寄付者

米山記念奨学会　寄付者

25 名 　　26,000 円　　今年度累計　427,035 円

ニコニコ箱報告 （順不同/敬称略）

14 名　17,000 円

13 名　17,000 円

12:00～12:30

18:00～18:30
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クラブ会報委員長/ 尾川輝幸　　副委員長/ 中村栄子

県内クラブ
例会日

ビジター受付

火曜日

月曜日

水曜日 木曜日 金曜日

福井南RC

福井東RC

（ザ・グランユアーズフクイ）

（福井繊協ビル 8F）

勝山RC
（勝山市民活動センター）

（AOSSA 3F）
武生RC

（武生商工会館）

若狭RC
（ホテルせくみ屋）

福井フェニックスRC

丸岡RC
（ザ・グランユアーズフクイ）

（丸岡城のまちコミュニティセンター）

鯖江北RC
（鯖江神明苑 2F 日野）

敦賀RC
（福井銀行敦賀支店 2F）

大野RC
（大野商工会館）

福井北RC

福井水仙RC
（ユアーズホテルフクイ）

（福井パレスホテル）

武生府中RC
（越前たけふ農協会館 3F）

敦賀西RC
（敦賀プラザ萬象）

福井RC

三国RC
（バードグリーンホテル レジーナ）

（三国観光ホテル）

鯖江RC
（鯖江商工会館 4F）

福井西RC

（ホテル リバージュアケボノ）
福井あじさいRC

卓　話 ・足羽山公園口駅前集会所所長
・エビスプロジェクト代表
・チームふくい現地コーディネーター

前年度累計　438,500 円

10月18日（水）福井北RC　10月19日（木）福井RC　10月24日（火）福井南RC
10月27日（火）福井西RC　11月9日（木）福井RC　12月21日（木）福井RC

10月26日（木）福井水仙RC 11月30日（木）福井水仙RC
12月19日（木）福井フェニックスRC

後藤 雄一様

横山剛史　　本日、後藤様の卓話よろしくお願いします。

廣瀬充　　　後藤様、卓話よろしくお願いします。また皆さん

　　　　　　明日の卓球バレーよろしくお願いします。

下家茂　　　早退します。申し訳ありません。

石橋聖博　　後藤さんお久しぶりです。

　　　　　　卓話楽しみにしています。

松本喜市　　明日の卓球バレー大会、お手伝いさせていただ

　　　　　　きます。

福澤幹也　　後藤さんの卓話、楽しみにしております。

藤岡茂樹　　本日卓話して頂ける後藤さんは、私の兄弟でも

　　　　　　父親でもありません。　後藤さんお願いします。

増田浩三　　結婚祝い頂きました。

常山由起子　お誕生日のプレゼントありがとうございます。

末永雄樹　　末永くよろしくお願いします。

小寺邦夫　　後藤さん、陸前高田では大変お世話になりまし

　　　　　　た。本日卓話よろしくお願いします。

山下徳太郎　明日の卓球バレーに参加できませんが成功を祈

　　　　　　っています。本日の後藤さんの卓話楽しみです。

堀川和子　　明日の卓球バレー大会、まだ間に合いますので

　　　　　　お手伝いの参加をよろしくお願いします。

吉川浩司　　お久しぶりに参加させて頂きます。よろしくお

　　　　　　願いします。

前田和寛　　明日の卓球バレーや南ＲＣとの合同例会に参加

　　　　　　出来ずすいません。

坪川俊仁、田中義乃、太田宏史、中村栄子、太田貴司、武田幸夫

橿尾輝之、山本英樹、藤井誠也、小原弘明

石橋聖博、横山剛史、廣瀬充、松本喜市、下家茂、福澤幹也、南伊津美
坪川俊仁、藤岡茂樹、常山由起子、中村栄子、太田貴司、田中義乃
今野義隆、　各君　

平野嘉男、横山剛史、廣瀬充、松本喜市、前田和寛、福澤幹也
太田貴司、山本英樹、藤岡茂樹、南伊津美、太田宏史、坪川俊仁
田中義乃　各君　　

２０１１年３月１１日に東日本大震災が発
生しました。当時、私は福井市議会議員で
したが、次の選挙には出ないでおこうと考
えていたこともあり、何としても被災地に
行かなければと思いました。そして３月１
４日には岩手県に入り、直ぐに被災地、陸
前高田市で活動を開始しました。最初の半
年ぐらいは緊急援助という形で、物資を届
けたり、ガレキ撤去をしたりという活動で
したが、避難所がなくなったあたりから復
興支援という形に援助も変わってきました。
公民館建設とか、障害者施設の支援、福井
あじさいロータリークラブの皆さんの保育園支援をお手伝いしたりとか、被
災したリンゴや、ワカメなどの物産販売とかを続けていきました。

　そうした形で４年ぐらい活動を続けていたのですが、多くのＮＰＯや支援
団体が撤退する中、最後に何かできないだろうかと考え、いまだ残っている
仮設住宅で最後に取り残された被災者と一緒に生活をしなければと思い、仮
設住宅に移り住みました。そして、声をかけられて、陸園高田市のふるさと
納税の仕事の立ち上げと運営、それと、廃園になりそうなリンゴ園を借り上
げ、リンゴ園の仕事をしました。それが最後の仕事です。いままで、緊急支
援、復興支援と続けてきましたが、最後の仕事は、ふるさと納税を通して商
品普及、新商品の開発を行い、リンゴも付加価値をつけた商品開発といった、
被災地で新しいものを立ち上げていこうという仕事に関わることができまし
た。

　陸前高田、被災地の抱えている課題です。まず大きいのは、人口減少、少
子高齢の問題です。被災地外に避難した皆さんが戻ってこないということが
あります。また、陸前高田市では年間２００人ぐらいの方が無くなり、生ま
れてくる赤ちゃんは７０人ぐらいです。人がどんどん少なくなっています。
全ての建物が無くなり、全て新しいものになっています。被災当時は復旧の
ために相当の予算がつぎ込まれました。次々に建物が建てられましたが、そ
の維持管理が大変になってきます。津波で街全体が流されてしまうことで、
歴史や文化も全て無くなってしまいました。何もないところからスタートす
るわけですので、そこで他の自治体との差が最初からあります。また、被災
した人、しなかった人、復興した人、いまだ仮設住宅に暮らしている人など、
被災地内でも意識の差、経済力の差がでていますし、意識の対立もあります。
それを今後どのように克服していくのか。被災地は課題が多いです。

　被災地に対する心残りはたくさんありますが、親の介護の問題があり福井
に戻ってきました。私の地域は高齢化で買い物困難地域になっています。野
菜などの物産販売をしたいのですが、その場で被災地の商品販売もできない
かと考えています。そういう形で被災地との関わりを続けていく予定です。


